
                           

 

学 長 定 例 記 者 会 見  要 項 

 

 

日  時： 平成２８年１０月４日（火） １１：００～１１：４５ 

場  所： 法人本部第二会議室（小白川キャンパス法人本部棟４階） 

 

    発表事項   

１． 山形大学の研究紹介 ― 都市のイメージと地域文化 ― 

２． シンポジウム「近代都市の相貌―明治山形の写真・絵画・建築」の開催 

３． 山形の文化遺産を世界に発信するプロジェクト・始動 

４． 学生企画展「It’s an Element World!!」を開催します 

５． 蘇武絢子さん（地域教育文化学部３年）声楽コンクールで全国３位 

  

 

  お知らせ   

１． 国際宇宙ステーションを利用した共同研究の成果について 

２． 大学祭のご案内 

３． 大学コンソーシアムやまがた「やまがた夜話」の開催 

４． 「ポルティコの街ボローニャに学ぶ」２つのシンポジウムを開催 

 

 

 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日  時：平成２８年１０月１８日（火）１１：００～１１：４５ 

場  所：法人本部第二会議室（小白川キャンパス法人本部棟４階）   



学長定例記者会見（１０月４日）発表者 

 

 

１．山形大学の研究紹介 ― 都市のイメージと地域文化 ― 

学術研究院 教授（芸術文化論・表象文化論） 石澤
いしざわ

 靖典
やすのり

 

 

 

２．シンポジウム「近代都市の相貌―明治山形の写真・絵画・建築」の開催 

人文学部附属映像文化研究所所長      西上
にしがみ

 勝
まさる

 

学術研究院 教授（芸術文化論・表象文化論） 石澤
いしざわ

 靖典
やすのり

 

 

３．山形の文化遺産を世界に発信するプロジェクト・始動 

附属博物館学芸研究員/学術研究院講師   佐藤
さ と う

  琴
こ と

 

 

４．学生企画展 「It’s an Element World!!」 を開催します 

工学部 物質化学工学科１年   半田
は ん だ

 和樹
か ず き

 

理学部 物質生命化学科1年   山口
やまぐち

 芽
め

衣
い

 

 

５．蘇武絢子さん（地域教育文化学部３年）声楽コンクールで全国３位 

学術研究院 教授（地域教育文化学部担当） 藤野
ふ じ の

 祐一
ゆういち

 

地域教育文化学部 音楽芸術コース３年   蘇
そ

武
ぶ

 絢子
あ や こ

 



 

                                  

プ レ ス 発 表 資 料                 

 

                                   平成 28 年 10 月 4 日                  

山 形 大 学 

山形大学の研究紹介 ― 都市のイメージと地域文化 ― 

「地域創生」「次世代形成」「多文化共生」を使命とする山形大学の“旬な研究”

を紹介します。今回は学術研究院の石澤
いしざわ

靖典
やすのり

教授（芸術文化論・表象文化論）の「都

市のイメージと地域文化」です。 

 

 １ 研究課題 ― 芸術家と社会が作り出す都市のイメージ 

 西洋美術史研究の一環として、「都市のイメージ」の分析に取り組んできた。こ

の言葉が指し示すのは、現実の都市の景観はもちろんであるが、絵画や写真によっ

て記録された「イメージのなかの都市」、またさまざまな時代状況によって人々に

共有される「観念上の都市」も含まれる。絵画や心の内面によって再現された都市

は、同時代のさまざまな思想信条やイデオロギーの影響を受ける。都市のイメージ

を分析することにより、時代の通念や地域に対する人々の意識を抽出することが可

能となる。 

 

 ２ 研究事例 ― ルネサンス時代のヨーロッパ都市 

 ヨーロッパにおいて都市イメージが発展したのはルネサンス期である。この時代

に街を一望のもとに収めた鳥瞰図が制作されるようになる。ルネサンスの中心都市

フィレンツェを描いたフランチェスコ・ロッセッリの景観図を分析すると、一見、

写実的なその描写にも、現実とは異なる、理想的な都市像の呈示といった要素のあ

ることが指摘される。一方、そのフィレンツェで制作されたサンドロ・ボッティチ

ェッリの祭壇画を分析したところ、画面内に挿入されたダンテ『神曲』の一節が、

当時のフィレンツェ市民に共有されていた政治的思惑、すなわちダンテを「国民詩

人」として称揚し、フィレンツェ文化の覇権をアピールしようとする意図と関連づ

けられることが明らかとなった。 

 

 ３ 近年の取り組み ― 山形の都市イメージと地域文化再生に向けて 

近年は、人文学部に附属映像文化研究所が発足したことが機縁となり、近代東北

の写真文化から都市のイメージを再考する研究にも着手した。東北初の写真家であ

る菊池新学や明治の古写真にあらためて着目し、忘れられていた地域文化を再評価

することが目下の課題である。そのため、研究所を中心に地域の博物館や美術館、

県内外の研究者とも連携し、文明開化以降の山形の都市イメージを検討するシンポ

ジウムの開催や論集の発行に力を入れている。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
（お問合せ先） 

 学術研究院 

教授 石澤靖典（芸術文化論・表象文化論）   

電話：023-628-4294 

Mail： ishizys@human.kj.yamagata-u.ac.jp 

フランチェスコ・ロッセッリ（原画）《鎖に囲まれたフィレン
ツェ図》、1470-90年頃、ベルリン美術館版画素描室 

サンドロ・ボッティチェッリ
《サン・バルナバ祭壇画》、
1487年頃、フィレンツェ、
ウフィツィ美術館 



 

                                  

プ レ ス 発 表 資 料                 

 

                                   平成 28 年 10 月 4 日                  

山 形 大 学 

シンポジウム「近代都市の相貌 ― 明治山形の写真・絵画・建築」の開催 

 明治9年（1876年）に３県が統合され、現在の山形県が誕生して今年で140年

を迎えます。これを記念し、人文学部附属映像文化研究所では、明治期の山形を記

録した写真と絵画、およびそこに映し出された都市景観を検証するシンポジウムを

開催いたします。各分野の専門家４名を招き、近代建築と区画整備によって都市の

相貌を一変させた山形と、写真や洋画といった当時の“ニュー・メディア”の関係

をさまざまな視点から掘り起こします。一般の方々の来聴も歓迎いたしますので、

奮ってご参加ください。 

 

◆ シンポジウム概要 

日時・場所：10月16日（日）13：00～17：00、人文学部103教室 

主催：山形大学人文学部附属映像文化研究所 

※ 事前申し込み不要、入場無料、一般来聴歓迎 

 

◆ プログラム 

【基調講演】 

小林俊介（山形大学学術研究院教授（絵画・美術史）） 

「“可視化”された近代山形 ─  高橋由一・源吉の絵画／菊池新学・清、照

井正太郎の写真 ─」 

 

【パネル発表】 

・ 岡塚章子（東京都江戸東京博物館学芸員） 

「菊地新学の師 ―  横山松三郎と清水東谷 ―」 

 

・ 松隈章（竹中工務店設計本部設計企画部） 

「記録された近代・山形と都市を記憶する試み ―  時空を繋ぐ ―」 

 

※ パネル発表に続き、作品調査報告（山形美術館学芸員 白幡菜穂子）およびディ

スカッションをおこないます。 

 

 

（お問合せ先） 

 担当：学術研究院 教授 石澤靖典（芸術文化論・表象文化論）  

 電話：023-628-4294 

高 橋 由 一 《 山 形 県 庁 の 図 》 、  

「 三 島 県 令 道 路 改 修 記 念 画 帖 」

所 収 、 山 形 大 学 附 属 博 物 館 蔵  

菊 池 新 学 《 明 治 14年 撮 影

の 山 形 市 街 》、山 形 大 学 附

属 博 物 館 蔵  







 

                                  

プレス発表資料 

 

平成２８年１０月４日                  

山 形 大 学 

山形の文化遺産を世界に発信するプロジェクト・始動 

「山形文化遺産スタンプラリー」と「山大教員とともに山形の自然と文化をめぐる

ツアー」を実施します 

平成28年度地域の核となる美術館・歴史博物館支援事業「山形の文化遺産を世界に発信す

るプロジェクト」（主催：山形文化遺産活用事業実行委員会[事務局：山形大学附属博物館]）

の一環として下記の事業を実施します。 

 

【山形文化遺産スタンプラリー】 
山形市内の文化遺産と博物館をめぐるスタンプラリーです。スタンプを４種類集

めると記念品（ミュージアムグッズとお楽しみ）を進呈します。 

◆開催期間 平成28年10月１日（土）～11月27日（日） 

◆スタンプ設置場所 

山形県郷土館「文翔館」（旧県庁舎及び県会議事堂）、山形市郷土館（旧済生館

本館）、山形県立博物館教育資料館（旧山形師範学校本館）、山形県立博物館、

山形美術館、最上義光歴史館 

 

【山大教員とともに山形の自然と文化をめぐるツアー】 
山形市の地形と山形県誕生14０年の歴史の痕跡を歩いてたどります。山大教員

が見所を詳しく解説します。 

Aコース 地形と重要文化財コース 

日 時 平成28年10月23日（日）午前10時30分～午後3時 

見学先 山形県立博物館教育資料館 

山形県郷土館「文翔館」、山形市郷土館など 

Bコース 外国人向けコース 

日 時 平成28年10月30日（日）午前10時30分～午後3時 

見学先 山形県郷土館「文翔館」、山形美術館など 

※事前申込制、定員20名、外国人参加者可（通訳有） 

 

 

 

 

 

（お問合せ先） 

 山形大学附属博物館 

電話 023－628－4930 

E-mail：hakukan@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 











 

                                  

プレス発表資料 

 

平 成 ２ ８ 年 １ ０ 月 ４ 日                  

山 形 大 学 

学生企画展「It’s an Element World!!」を開催します 

今話題の113番の新元素「ニホニウム」の発見には門叶冬樹教授（理学部担当）が

関わりました。どうやって見つけたのか、どんな元素なのか、そもそも元素とは何

か？興味をもった学生たちが、自分たちが調べたことを沢山の方々に伝えたいと考

え、展覧会を企画しました。 

 

【実施概要】 

主    催 SCITAのゆかいななかまたち 山形大学SCITAセンター 

          山形大学高感度加速器質量分析センター 山形大学附属博物館 山形県 

共    催  山形大学小白川図書館 

後  援 国立研究開発法人理化学研究所 公益社団法人日本化学会 

  東京エレクトロン株式会社   株式会社化学同人 

会  期 平成28年10月14日(金)～11月15日(火) 

休 館 日  10月30日（日）、11月３日（祝）、６日（日）、13日（日） 

部分休館 10月31日（月）13時～17時 

開館時間 9時30分～17時（ただし、土日開館は11時～17時） 

会  場 山形大学附属博物館 

入 館 料 無料 

 

【関連行事】 

①講演会「ニホニウム・１１３番元素の発見」 

   ・講 師 森本幸司先生 

（理化学研究所仁科加速器研究センター超重元素研究グループ 

超重元素分析装置開発チーム チームリーダー 

山形大学客員教授） 

   ・日 時 平成28年10月29日（土）15:00～16:00 

・会 場 山形大学基盤教育1号館112号室（事前申込不要） 

②SCITAセンター科学実験教室 

  毎週土曜日13:00～13:30（事前申込不要） 

③学生による展示解説 

毎週土曜日13:30～15:00（事前申込不要） 

 

 

 

 

 

（お問合せ先） 

 山形大学附属博物館 

電話 023－628－4930 

E-mail：hakukan@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 





ニホニウム
113番元素の発見

講 演 会

講　師　森  本  幸  司  先生

講　師
森 本 幸 司 先生
理化学研究所  仁科加速器研究センター
超重元素研究グループ  超重元素分析装置開発チーム
チームリーダー／山形大学客員教授

2016. 15：00～16：0010/29 土

山形大学基盤教育１号館112号室会 場
事前申し込み不要　定員200名申 込

お問合せ：山形大学附属博物館　〒990－8560　山形市小白川町１－４－12
　　　　　TEL 023－628－4930　Fax 023－628－4668　E-mail hakukan@jm.kj.yamagata-u.ac.jp

主　催：SCITAのゆかいななかまたち／山形大学SCITAセンター／山形大学高感度加速器質量分析センター
　　　　山形大学附属博物館／山形県
共　催：山形大学小白川図書館
後　援：国立研究開発法人理化学研究所／公益社団法人日本化学会／東京エレクトロン株式会社／株式会社化学同人

理化学研究所で合成された113番元素が国際的に新元素として認定されました。
元素周期表に初めて日本が発見した元素が加わることになります。

講演では、10年近い年月をかけ合成・発見された113番元素について、熱く語っていただきます。

博士（理学）。科学技術振興事業団研究員や理化学研究所
研究員を経て、2009年より現職。主に原子番号が103
を超える超重元素の合成・研究に取り組んでいる。

所
3



 

                                  

プレス発表資料                 

 

                                   平 成 2 8年 1 0月 4日                  

山 形 大 学 

蘇武絢子さん（地域教育文化学部３年）声楽コンクールで全国第３位 

山形大学地域教育文化学部音楽芸術コース３年の蘇武絢子（そぶあやこ）さんが、
９月２４日に開催された『第８回東京国際声楽コンクール大学生部門※』において第
３位に入賞しました。本学部では同コンクール第４回（平成24年）の松浦恵さんの第

１位入賞以来２人目の上位入賞の快挙です。 

 
１. 蘇武さんのプロフィール・これまでの歩み 

 ・仙台市生まれ、仙台南高校で合唱部に所属し部長を務めた。その後地域教育文化学部音楽芸

術コースに進学、声楽を専攻し現在３年次在学中。本年３月山形市中央公民館ホールで開催さ

れた学生オペラ公演「コシ・ファン・トゥッテ」において当時２年生ながらドラベッラ役に抜

擢され、見事にその大役を演じきった。 

 

２. コンクール入賞の経緯 

 ・昨年の第７回の同コンクールより挑戦している。昨年は仙台市で開催された地区予選及び【東

日本准本選】を通過し【本選】に臨み、入賞（第２５位）という結果だった。 

 ・今年の第８回大会は、予選免除であるため准本選からの挑戦となった。教育実習との日程の

関係で、准本選は８月２６日に神戸市で開催された【西日本准本選】に出場し３６人中第１位

を獲得して、【本選】へ進んだ。また、神戸新聞社賞も獲得した。 

 ・大学生部門の【本選】は９月２４日に東京江戸川区タワーホール船堀小ホールで開催され、

３０人が１人２曲ずつの演奏を行った。蘇武さんはベッリーニ作曲の歌曲「喜ばせてあげて」

とドニゼッティ作曲のオペラ『ドン・パスクワーレ』よりノリーナのアリア「その眼差しは騎

士の心を」の２曲を演奏し、見事第３位に輝いた。 

 

３. 今後の抱負 

 ・今後は後期の公開試験での演奏や来年３月の学生オペラ公演チマローザ作曲『秘密の結婚』

のエリゼッタ役に全力で取り組みたい。 

 ・将来は沢山の方々に感動していただけるような歌手になれるように、さらに勉強を続けてい

きたい。 

 

 

 

 

 

 

（お問合せ先） 

 学術研究院 教授 藤野祐一 

 （地域教育文化学部担当） 

電話 023-628-4330 

 

東京国際声楽コンクールは、東京国際芸術協会

が主催するコンクールで、本年度の第８回は予

選を全国２６か所、准本選を東日本、西日本の

２か所、そして本選が開催された。大学生部門

への参加者は予選から数えると１１９名にな

る。 





 

プレス通知資料               （概 要） 
                                 

平 成 ２８年 １０月 ４日 

山 形 大 学 

＊詳細は別添の資料をご覧ください。 

 

１．国際宇宙ステーションを利用した共同研究の成果について 
植物ホルモンのオーキシン（植物の成長に必須なホルモン）を運ぶタンパク質が、キュウリ芽生えの形をつくる

しくみを宇宙実験で発見しました。 

※本成果は、東北大学及びＪＡＸＡとの共同研究によるものです。 

 

２．大学祭のご案内 

・ 吾妻祭（山形大学工学部・米沢女子短期大学・米沢栄養大学が合同で行う学園祭） 

日時：平成２８年１０月８日（土）～１０日（月） 

・ 八峰祭（小白川キャンパス） 

日時：平成２８年１０月２２日（土）・２３日（日） 

・ 鶴寿祭（鶴岡キャンパス） 

  日時：平成２８年１１月５日（土）・６日（日） 

 

３．大学コンソーシアムやまがた「やまがた夜話」の開催 

「大学コンソーシアムやまがた」では、それぞれの得意分野で活躍している第一人者の方からお話ししていただ

く「やまがた夜話」を開催しています。 

１０月は、やまがた夜話のアンケートでリクエストの多かった「最上義光」について、「家康に天下を獲らせた

男 最上義光」をテーマに、山形大学学術研究院教授 松尾剛次教授に4回にわたってお話いただきます。 

  期日： 平成２８年１０月５日（水）､１２日（水）､１９日（水）、２６日（水） 

 時間： １８：３０～１９：３０ 

対象： 高校生・大学生・一般の方々どなたでもご参加いただけます（定員５０名）。 

場所： ゆうキャンパス・ステーション 

 

 

４． 「ポルティコの街ボローニャに学ぶ」２つのシンポジウムを開催 
イタリアからマウロ・フェリコーリ氏（世界遺産「カゼルダ宮殿」の総責任者）を迎え、２つのシンポジウムを

開催します。 

●シンポジウム「博物館改革と文化資源の活用－イタリアの事例に学ぶ」 

  日時：平成２８年１１月２日（水）１６：３０～１８：００ 

  場所：山形大学小白川キャンパス基盤教育１号館１３２教室 

●シンポジウム「イタリア・ボローニャ市に学ぶユネスコ創造都市ネットワークへの取り組み」 

日時：平成２８年１１月４日（金）１４：００～１５：３０ 

  場所：山形市役所大会議室（山形市庁舎１１階） 

 

 

 

 

 



※これまでの定例会見でお知らせしたもので、開催が迫っているイベント 

 

◎平成２８年度 山形大学農学部農学紹介講座「農学の夕べ」 

食育、有機農業、バイオテクノロジー、環境問題など非常に幅広くなっている現代の農学を広く皆さんに知って

いただきたいと考え企画しました。 

日 時：平成２８年１０月６日（木）～１１月１０日（木）午後６時～７時３０分 全５回 

会 場：山形大学農学部講義室（鶴岡市若葉町1-23） 

受講料：無料（申込不要） 

お問い合わせ：山形大学農学部企画広報室 TEL:0235-28-2803 

 

◎山形大学農場フェスティバル 
開催日時：平成２８年１０月８日（土）１０：００－１５：３０ 

場  所：山形大学農学部高坂農場 入場無料 ご飯無料 

 

◎山形大学キャンパスコンサート 2016 

今年度は音楽芸術コースの学生及び大学院生が、長井市出身の紺野陽吉の作品、民話を題材としたオペラ、ピア

ノ連弾という三つのプログラムを用意しました。（会場：山形大学文化ホール、入場料：無料）、 

・第１回 山形が生んだ音、音楽 －紺野陽吉の音楽－ 

   平成２８年１０月８日（土） １３：００～ 

・第２回 オペラで楽しむ日本の民謡 －林光作曲《あまんじゃくとうりこひめ》－ 

   平成２８年１１月１９日（土） １３：００～ 

・第３回 ２台ピアノの饗宴 －６人で奏でる名曲の調べ－ 

   平成２８年１２月１０日（土） １３：００～ 

 

◎第９回山形大学高校生朗読コンクール/群読劇 

山形大学特別プロジェクト「いま、言葉を東北の灯（ともしび）に」の事業として、１０月９日（日）に、第９

回山形大学高校生朗読コンクールと群読劇「恩讐の彼方に」を開催します。 

日 時：１０月９日（日） １３時～１７時  

第一部：山形大学高校生朗読コンクール 

第二部：群読劇「恩讐の彼方に」 

場 所：遊学館（山形県生涯学習センター）ホール（〒990-0041 山形市緑町1-2-36） 

 

◎第６回学長特別講演会シリーズ「山形から世界へ」 

本学の３つの使命「地域創生」、「次世代形成」、「多文化共生」を発信するため、昨年度から開催している学

長特別講演会を今年度も引き続き開催します。今回は、「山形から世界に、世界を山形に～共生社会の創造でグロ

ーバル次世代形成を～」と題して、三井物産株式会社 石川博紳 顧問にご講演いただきます。 

 日時：平成２８年１０月１１日（火）１６：３０～１８：００ 

 会場：小白川キャンパス人文学部１号館３０１教室 

 

◎第2回アルファ化米粉レシピコンテスト説明会 

開催日時：平成２８年１０月１５日（土）１３：００～１６：３０ 

場  所：山形県立米沢栄養大学 

   ※コンテストの詳細はホームページをご覧ください。 http://cisweb.yz.yamagata-u.ac.jp/~alpha/ 
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国際宇宙ステーションを利用した共同研究の成果について 

植物ホルモンのオーキシンを運ぶタンパク質が、キュウリ芽生えの形をつくるしくみ
を宇宙実験で発見しました。 
※オーキシン・・・植物の成長に必須なホルモン 

【研究の背景】 

 キュウリの芽生えは重力を感知して、「ペグ」と呼ばれる突起状の組織を、茎と根

の境目（境界域）の下側にひとつつくります。ペグは、芽生えのときに種皮を押さえ

て芽生えが種皮から抜け出すというプロセスを助ける重要な器官です。重力によるペ

グ形成制御のしくみについて解明するため、山形大学の宮沢豊教授は、東北大学大学

院生命科学研究科の髙橋秀幸教授及びJAXAと共同で、国際宇宙ステーションの“微小

重力環境”を利用した実験（2011年〜2014年）を実施しました。宮沢教授は、研究計

画の立案と実験に携わりました。 

【研究の成果】 

 これまでの地上実験をもとに、上記研究グループは、地上ではペグ形成予定域の上

側で植物ホルモンのオーキシンが減少することで、上側のペグ形成が抑制され、下側

だけにできるというモデルを提唱してきました。国際宇宙ステーションでの実験の結

果、オーキシンの輸送を担うPINタンパク質が、重力刺激（重力を感知すること）に

依存して細胞内で位置を変化させること、PINタンパク質をもつ細胞が協調して働く

ことで、これまでに知られていなかった新しいオーキシンの通り道を形成すること、

キュウリの芽生えが地上で成長に有利な形態形成を行うために、この通り道を利用し

て上側でのオーキシンを減少させることが明らかになりました。以上の結果から、キ

ュウリは進化の過程で、地球上での重力（1G）環境で、重力の方向を感知してオーキ

シンを組織の下側に運ぶことによって成長を制御するしくみを獲得してきた可能性が

考えられました。その一方で、宇宙で植物を生育させると、進化の過程で獲得してき

たこの成長制御機構が簡単に破綻してしまう可能性が示唆されたことから、将来、宇

宙飛行士が長期の宇宙滞在で食用作物を適正に生育させるためには、人工重力やその

他の代替手段が必要になるかもしれません。 

 本実験は、国際宇宙ステーションで実験操作を行った古川聡宇宙飛行士、地上から

の操作を行った日本実験棟「きぼう」の運用管制チームの協力によって実施されまし

た。 

 本成果は、ネイチャー・パートナー・ジャーナル「npjマイクログラビティ―（npj 

Microgravity）」に平成28年9月15日、公開されました。 

http://www.nature.com/articles/npjmgrav201630 

 東北大学及びJAXAのプレリリースは９月２６日に実施済です。 

 

 

 

（お問い合わせ先） 

学術研究院 教授 

宮沢 豊（植物生理学） 

電話 023-628-4614 



【図】と説明 

 
PINタンパク質： 分裂組織や芽・若い葉でつくられるオーキシンは作用部位まで輸送され

ますが、その過程でオーキシンは細胞内に流入して排出されます。PIN-FORMED (PIN)タン

パク質は細胞膜の一部に偏在し、そこから細胞内のオーキシンを排出するのに必要です。

したがって、同じ PIN タンパク質の局在パターンをもつ細胞が連なる組織では、この PIN

タンパク質が局在する側にオーキシンが輸送されます。 



 

                                  

プレス通知資料 
 

平成２８年１０月４日                  

山 形 大 学 

大学祭のご案内 

 
今年も、１０月８日（土）からの吾妻祭を皮切りに、米沢、小白川、鶴岡の各キャン

パスでそれぞれ大学祭を開催します。山形大学の学生たちを身近に感じていただける機
会です。幅広い年代の方に楽しんでいただけるような企画をご用意して、皆様のご来場

をお待ちしております。 

 

 吾妻祭（山形大学工学部・米沢女子短期大学・米沢栄養大学が合同で行う学園祭） 

 アーティストとお笑いのライブ、フリーマーケット、お化け屋敷、屋台、 

ミスター&ミスコンテスト、ビンゴ大会等を予定しています。 

  日時：平成２８年１０月８日（土）～１０日（月） 

  場所：８日 米沢女子短期大学・米沢栄養大学 

     ９日・１０日 山形大学工学部（米沢キャンパス） 

  問い合わせ：第２２回吾妻祭実行委員会 

        azumasai2016@gmail.com 

                http://azumafesta.com 

 

 八峰祭 

第５０回となる今回のテーマは「５０回もやった!!!」。ミス・ミスター山大コン

テスト、アーティストライブ、サークルによる飲食ブースやステージ発表等を

予定しています。 

  日時：平成２８年１０月22日（土）・２３日（日） 

  場所：小白川キャンパス 

  問い合わせ：八峰祭実行委員会 

        info@yatsuminefestival.com 

                http://www.yatsuminefestival.com 

 

 鶴寿祭 

野菜即売会、研究室紹介、サークル発表、模擬店、もちつき等予定しています。 

  日時：平成２８年１１月５日（土）・６日（日） 

  場所：農学部（鶴岡キャンパス） 

  問い合わせ：鶴岡キャンパス事務室（0235-28-2808） 

 

 

 

 

 

（お問合せ先） 

 総務部総務課広報室 

電話 023-628-4008 



会  場 

お申し込み 

対  象 

アクセス ゆうキャンパス・ステーション  
（山形むらきさわビル１階） 

高校生・学生・一般市民        

入場無料 定員：５０名 

山形駅東口より徒歩１分 

電話又はチラシ裏面の参加
申込書に必要事項を記入の
上Ｆａｘ，郵送、メール等でお
申し込みください。 

お申込み・お問合せ 

大学コンソーシアムやまがた 主   催 

平成２８年 

  10月  5日(水)  義光－幼少から家督を継ぐまで 

 10月12日(水)  義光－羽州探題の再興を目指して   
  10月19日(水) 初代山形藩主への道 

  10月26日(水)  義光のその後を追う  
    ※時間はすべて18:30 ～ 19:30です。   

「家康に天下を獲らせた男 最上義光」 

講師：松尾 剛次 氏（山形大学学術研究院教授） 

🏣990-0039 山形市香澄町1-3-15 山形むらきさわビル１階 

Tel：023-628-4842   Fax：023-628-4820   E-mail：unicon@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 

長谷堂合戦図（義光部分） 

やまがた夜話のアンケートでリクエストの多かった「最上義光」 
今回は、第一人者の山形大学教授 松尾先生に4回にわたり
お話しいただきます。 



FAX：023-628-4820 

大学コンソーシアムやまがた事務局 行き 

やまがた夜話に参加申込みをします。 

 

 

参加日 

参加希望日に☑、又は日付を〇で囲んでください。 

□  平成２８年１０月 ５日（水） 講師： 松尾 剛次 氏 

□  平成２８年１０月１２日（水） 講師： 松尾 剛次 氏 

□  平成２８年１０月１９日（水） 講師： 松尾 剛次 氏 

□  平成２８年１０月２６日（水） 講師： 松尾 剛次 氏 

住 所 

〒 

 

氏 名 

 

連絡先 
TEL 

E-mail 

  所 属 

必要事項を明記の上、FAX・郵送またはE-mailにてお申込ください。 

申込締切日：それぞれの夜話前々日までにお申込をお願いいたします。 

受講申込者が多数の場合は、お手数ですが参加申込書をコピーしてご利用ください。 

この申込書にご記入いただいた情報は、今回の講座を受講するために必要な事務連絡等に使用すると共に、 
参加者名簿の作成にのみ使用させていただきます。 

【お申込み・お問合せ先】 

大学コンソーシアムやまがた ゆうキャンパス・ステーション 

〒９９０－００３９ 山形市香澄町１－３－１５ 山形むらきさわビル１階 

TEL:０２３－６２８－４８４２ FAX:０２３－６２８－４８２０ E-mail:unicon@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 






